平成２９年度事業計画
社会福祉法人　聖仁会
１．基本方針
　　社会福祉法人制度改革を踏まえた、後期高齢者人口が過去最大になる２０２５年に向け、
　今後、社会福祉法人は社会福祉事業の担い手としてふさわしい事業を、確実、効果的かつ適
　正におこなうため経営組織の管理の強化、事業運営の透明性の確保、財務規律の強化、地
　域における公益的な取組を実施する等、社会福祉法人の在り方を、原点に戻り見直していき
　ます。

　　地域の福祉ニーズが多様化・複雑化するなか、社会福祉法人は、福祉サービスの中核
　的な担い手として、これまで以上に地域社会に貢献していくことが期待されています。
　私たちは、公益性・非営利性を持った組織として、今後地域のニーズに答える事業を
　展開していきます。
２．重点項目
　（１）経営基盤の強化

　　　①財務分析の徹底

　　　②公益性の高い福祉サービスの実践
　（２）専門性の追求

　　　①人材育成
　　　　・外部研修、施設内研修の充実
　　　②サービスの質の向上
　（３）地域貢献の推進

　　　①地域福祉活動への積極的参加

　　　②地域福祉を必要とする方に対して迅速な対応
　（４）危機管理体制の強化
　　　①緊急時及び災害時対策の徹底

　　　②事故、ヒヤリハット、苦情等の的確な分析及び再発防止に向けての体制整備
　（５）施設内外での衛生管理、感染症予防対策

　　　①委員会での研修実施
　（６）防火設備の定期点検及び消火と防災防火避難訓練の実施
　（７）法令遵守
　（８）ホームページによる情報公開
　（９）高齢者の方の相談に対する誠意ある対応
１．事業所名
　　特別養護老人ホームすみれ園　　（総括）
（１）基本方針
　　入所者お一人お一人のニーズ（サービスの必要性）を検討しながら最大限に個別援助に努
　めていきます。
　　施設の理念である、入居者に安全で安心した生活、快適で満足した生活を送っていただけ
　るように努めます。また、個々のニーズ（サービスの必要性）を把握し、その人らしい生活が送
　れるように援助します。
　　

（２）重点実施項目
　①日常生活の援助
　②行事
　③地域交流と社会参加の場つくり
　④広報活動
　⑤防災活動
　⑥感染症対策
　⑦事故防止対策
　⑧高齢者虐待防止対策
　⑨夢かなえ
　⑩家族面会、外出外泊の推進
　⑪職員の研鑽

（３）提供するサービス内容
　　日常生活の援助
　　　利用者様のニーズを把握し、おひとりおひとりが、安全で快適な生活が送っていただけるよ
　　うに、本人ご家族の意向を取り入れながら介護にあたっていきます。
　　その為に、６ヶ月ごとにモニタリング、担当者会議、プランの見直しを行いよりよい生活の援助
　　が出来るように努めていきます。
（４）行事

　　別紙参照
（５）地域参加と社会参加
　　運動会・秋祭り・敬老会、クリスマス会、保育園慰問、小中校からの慰問等やボランティア協
　力および参加により交流を深めます。

（６）広報活動
　①広報誌の発行（年２回、６月、１２月）
　②施設内での生活状況等のお知らせ通信
　③ホームページの更新

（７）防災活動
　①夜間避難訓練の実施
　②昼間避難訓練の実施
　③消火訓練の実施
　④防火設備の取り扱いと点検

（８）感染症対策
　　　感染予防委員会の活動や職員の学習会を定期的に行ないます。職員及び入居者の衛生
　　管理を徹底し、それぞれが媒介とならぬように外部者との接触も慎重に行います。

（９）事故防止対策
　　　事故を未然に防ぐ為、事故防止委員会の活動やホーム職員会議でのヒヤリハットの原因
　　究明や事故報告書の分析を行い危険を回避できるように努めます。
（１０）高齢者虐待防止対策
　　　利用者に拘束が必要な場合は、身体拘束委員会で解除に向けての検討を行っていきま
　　す。また、言葉による虐待など、事例検討会を行い振り返りの場をつくっていきます。
　　職員の高齢者虐待による認識の再確認も定期的に行っていきます。
（１１）夢かなえ
　　　入居者の生活意欲が湧き、意向がかなえられる内容であれば、家族の協力も受けながら積
　　極的に勧めていきます。インフルエンザ流行期を避け、なるべく季節のよい時期を選び担当
　　職員が中心になって取り組んでいきます。
（１２）家族面会、外出外泊の推進
　　入居者の精神的な安定のために、また、状態を正しくご理解いただきスタッフ（担当者）間と
　の信頼関係が構築できるように家族への面会をお願いします。ご家族と一緒に寛いでいただく
　行事を計画し、ご案内します。面会が出来ない家族には広報誌等で紹介します。また、家族と
　の外出や在宅復帰に向けての外泊等も相談協力を行っていきます。
（１３）職員の研鑽
　　研修会参加後は、施設での復講を行っていきます。また、事故対策、身体拘束、虐待、褥
　瘡、感染予防、接遇、排泄委員会については委員会での活動と共に年２回以上の全体研修
　会を行っていきます。
年間行事

	月
	行　　　　　事　　　　　名

	４月
	　つつじ見学、喫茶、誕生会

	５月
	　バスハイク(足湯）、母の日、運動会、喫茶、誕生会

	６月
	　父の日、菖蒲見学、喫茶、誕生会、広報誌発行

	７月
	　七夕祭り、誕生会、喫茶、バスハイク(町内めぐり）

	８月
	　花火会、誕生会、喫茶

	９月
	　敬老会、夜間避難訓練、喫茶、誕生会、バスハイク

	１０月
	　すみれ園秋祭り、喫茶、誕生会、

	１１月
	　バスハイク（紅葉見学）、誕生会、お茶会

	１２月
	　クリスマス会、大町保育園慰問、広報誌発行、誕生会、喫茶、門松つくり

	１月
	　お屠蘇会、喫茶、誕生会、バスハイク（初詣）

	２月
	　節分、バスハイク（梅林見学）、喫茶、お誕生会

	３月
	　ひな祭り、物故者供養、避難訓練、バスハイク（桜見学）、喫茶、誕生会


	


１．事業所名

特別養護老人ホームすみれ園（医務）
（１）基本方針

　　　利用者、入所者の方が、園での日々を笑顔で、快適に過ごして頂く為に、職員も健康管理
　　に勤め、仕事に従事します。また、笑顔で接し、常に目配り、気配り、心配りを心掛けます。

（２）重点実施項目
　①入所者の健康管理の実施
　②他部署との連携業務
　③運営上、関わる業務
　④入所者、御家族とのコミュニケーション（意思の疎通）に努めます。

（３）提供するサービス内容
　①健康管理（入所者・職員）
　②看護記録、申し送り
　③予防接種
　④健康チェック（体温・脈拍・血圧・呼吸状態・血液検査・胸部撮影・検尿）
　⑤薬管理（薬整理、投薬）
　⑥点眼
　⑦処置（褥創、外傷）
　⑧診療の介助、指示受け
　⑨入院、退院時の対応
　⑩急変時の対応
　⑪研修への参加
　⑫研修学生の受け入れ
　⑬隔月の入所者、ショート体重測定、増減チェック後の管理栄養士との栄養状態のチェック
　⑭褥瘡予防研修会の実施（３回/年）
　⑮褥瘡予防対策委員会（１回/２ヵ月）
　⑯感染症予防対策委員会（１回/２ヵ月）
　⑰衛生管理委員会、全体研修の実施（２回/年）
　⑱看護師不在時を含む急変時に対する研修の実施（２回/年）
　⑲新人研修の実施（１回/年）
　⑳ターミナル研修の実施（１回/年）
　㉑看護職員と介護職員の連携によるケアの提供
１．事業所名

特別養護老人ホームすみれ園（厨房）
（１）基本方針

　　日々の食事により入居者・利用者様のQOL（生活の質）の向上を計るとともに、安全で美味し
　く楽しく満足して頂けるような食事の提供をします。

（２）重点実施項目
　・食事面
　　　①他職種と連係し、身体状況や健康状態に応じた食事を提供します。
　　　②セレクトメニュー（選べる献立）を実施します。（毎週水・金）　

　　　③行事食を提供します
　　　④毎食の個人別食事摂取量の調査を行います。
　　　⑤毎食後の残菜調査を行います。
　　　⑥1回/年の嗜好調査を行います。
　・衛生面

　　　①掃除（厨房内）を徹底します。
　　　②2回/日の水質調査を実施します。
　　　③2回/年の害虫駆除を実施します。
　

（３）提供するサービス内容
　①他職種と連係し、身体状況や健康状態に応じた食事を提供します。
　②セレクトメニュー（選べる献立）を提供します。
　③行事食を提供します。
　④手作りおやつを提供します。（ホーム喫茶時に共同で実施します）
　⑤誕生者希望メニュー（献立）を提供します。
２．事業所名

デイサービスセンターすみれ園

（１）基本方針　
　　通所介護計画書または、通所介護予防計画書に基づき、利用者一人一人のニーズ（必要

　　性）に応じたサービス提供を行います。また、状態に応じた機能訓練を実施し、心身共に安
　　定した在宅生活が継続できるよう支援を行います。通所介護が行える範囲で、利用者様の希
　　望を叶える事が出来るよう努めます。
（２）重点実施項目
　①利用者一人一人の状態を把握し理解する事で、利用者の状態と希望に応じた個別援助を
　　行います。
　②利用者の状態と必要性に応じた機能訓練を計画し、安定した在宅生活が継続出来るよう身
　　体面の向上を図ります
　③認知症高齢者に対し、個々の状態を把握した上で、理解力の低下を予防し、現状維持また
　　は向上出来るよう、状態に応じた作業を計画し提供します。
　④職員は常に明るく笑顔を絶やす事無く、利用者様との信頼関係を築きます。また、施設環境
　　を整え、選んで頂けるような施設であるよう努めます。
　⑤利用者の希望に応じ、夢かなえ事業を実施出来るよう努めます。

　　

（３）提供するサービス内容
　①生活相談
　　利用者の日々の生活に対する不安を少しでも和らげる事が出来るよう、一人一人の声に耳を
　　傾け相談を受けます。また、利用者が希望される相談内容に応じて適切な援助を行います。
　②運動器機能向上訓練及び個別機能訓練
　　利用者の身体状況に応じた機能訓練を計画し、全身の筋力の維持及び向上が出来るよう訓
　　練を行います。また、理解力の低下が予防出来るよう、脳活性化を図る作業の提供を行いま
　　す。
　　その他、利用者が希望される作業への個別の支援も行います。
　③口腔機能向上訓練
　　利用者の咀嚼及び嚥下状態を把握し、個々に応じた内容で計画を行い、機能向上を図り
　　ます。食事前には口腔体操を用いて、誤嚥を予防します。また、食後の歯磨きを促し、常に
　　口腔清潔に努めます。
　③健康

　　利用毎にバイタルチェックを行い、利用者一人一人の健康状態を把握し、緊急時の対応に
　　備えます。また、担当ケアマネージャーやかかりつけ医との情報交換も密に行い、安心して
　　利用出来るよう努めます。
　④入浴
　　ゆっくり、くつろいで入浴が出来るよう、安全面や環境面に十分な配慮を行い、プライバシー
　　の保護に努めます。また、入浴時には、一人一人の皮膚の状態を観察し、悪化や感染症の
　　予防に努めます。入浴後には、髭橇、爪切り等整容を行い、更衣時には、衣類や下着の汚
　　染の確認を行います。利用者様の尊厳を守りながら、清潔保持に努めます。
　⑤送迎
　　利用者一人一人の自宅環境を把握した上で、その日の状態に応じ、安全な送迎を行いま
　　す。また、利用者宅周辺への配慮も行います。
　⑥食事
　　管理栄養士の管理のもと、定期的に嗜好調査を行い、嗜好に応じた食事を提供します。
　　また、利用者の状態に応じ、栄養バランスや食事形態に配慮を行います。ゆっくり良く噛んで
　　食べて頂けるよう、随時声掛け及び見守りを行います。日頃から、規則正しい食生活の習慣
　　が付くように心掛けて提供します。
　⑦レクリエーション
　　利用者の意向を尊重し、趣味活動やゲーム及び季節行事を実施します。無理強いする事無
　　く参加して頂き、楽しい環境の中、能力に応じた内容で提供し、脳の活性化を図ります。
　　また、認知症状の進行を防ぎます。

　　　　

年間行事

	月
	行　　　　　事　　　　　名

	４月
	　バスハイク（つつじ見物）、喫茶の日、手工芸、誕生会、レクリエーション

	５月
	　バスハイク（菖蒲見物）、喫茶の日、手工芸、園芸、誕生会、レクリエーション

	６月
	　喫茶の日、手工芸、誕生会、レクリエーション

	７月
	　バスハイク、七夕行事、喫茶の日、手工芸、園芸、誕生会、レクリエーション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	８月
	　バスハイク（買い物）、夏祭り、喫茶の日、手工芸、誕生会、レクリエーション

	９月
	　バスハイク（秋のドライブ）、喫茶の日、手工芸、誕生会、レクリエーション

	１０月
	　バスハイク（コスモス見物）、運動会、喫茶の日、手工芸、誕生会、レクリエーション

	１１月
	　バスハイク（紅葉見物）、喫茶の日、手工芸、園芸、誕生会、レクリエーション

	１２月
	　デイサービスすみれ園開設記念日、クリスマス会、喫茶（忘年会）、誕生会、手工芸、レクリエーション

	１月
	　バスハイク（初詣）、喫茶（新年会）、誕生会、手工芸、レクリエーション

	２月
	　バスハイク（梅林見物）、喫茶（節分行事）、誕生会、手工芸、レクリエーション

	３月
	　バスハイク（桜見物）、喫茶の日（ひな祭り）、誕生会、手工芸、レクリエーション


３．事業所名
ホームヘルプサービスすみれ園
（１）基本方針
　　　利用者の意思及び人格を尊重し、常に利用者の立場に立ったサービスを提供します。利
　　用者が可能な限り居宅においてその有する能力に応じ、自立した日常生活を営むことができ
　　るようサービスを提供し、利用者及びその家族が健全で安らかな生活を営むことができるよう
　　援助します。また、要介護者が悪化しないよう、本人の「意欲」を引き出す「自立支援」に資す
　　るサービスを目指します。
（２）重点実施項目
　①利用者のニーズに合わせたサービスを展開していくように努めます。
　②毎月１回、ケア会議を開き、利用者の状態把握、サービスの見直しを図り訪問介護計画の定
　　期的な見直しに努め、サービスの向上、統一に努めます。
　③利用者及び家族とのコミュニケーションを図り、よりよい信頼関係を築くように努めます。
　　また、福祉・医療関係、及びその他サービス実施機関等と連携を図りサービスの提供に努め
　　ます。
（３）提供するサービス内容
　　　①身体介護
　　　　・健康チェック　　　　　　　　　　　　　　　・体位交換
　　　　・排泄介助　　　　　　　　　　　　　　　　　・移動、移乗介助　　　　　　
　　　　・食事介助　　　　　　　　　　　　　　　　　・外出介助及び通院介助
　　　　・清拭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・起床及び就寝介助
　　　　・入浴介助　　　　　　　　　　　　　　　　　・服薬介助
　　　　・身体整容　　　　　　　　　　　　　　　　　・自立生活支援の為の見守り的介助
　　　②生活援助
　　　　・健康チェック　　　　　　　　　　　　　　　・買物　　　
　　　　・洗濯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・薬の受け取り
　　　　・掃除　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・布団干し　など
　　　　・ベッドメイク　　　　　　　　　　　　　　　　・一般的な調理、配下膳
　　　　・衣類の整理、被服の補修
　　　③介護予防
　　　　・利用者の｢可能性｣を見つけできる限り能力を引き出しサービスを提供します。
　　　　・利用者の安全確認をしつつ、一緒に手助けしながら一部入浴介助や調理・掃除・などを

　　　　する事により自立支援を促します。
４．事業所名

ケアマネージメントサービスすみれ園

（１）基本方針
　　①利用者が要介護状態になった場合においても、可能な限りその居宅において、その有す
　　る能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう配慮しながらサービス提供します。

　　②利用者の心身の状況、その置かれている環境等に応じて、利用者の選択に基づき、適切
　　な保健医療サービス及び福祉サービスが、多様な事業者から、総合的かつ効率的に提供さ
　　れるよう配慮しながらサービスを提供します。

　　③指定居宅介護支援の提供に当たっては、利用者の意思及び人格を尊重し、常に利用者
　　の立場に立って、利用者に提供される指定居宅サービス等が特定の種類または特定の居宅
　　サービス事業者に不当に偏することのないよう、公正、中立に行います。

　　④保険者から要介護認定調査の委託を受けた場合は、その知識を有するよう常に研鑽に努
　　め、被保険者に公正、中立に対応し正しい調査を行います。

　　⑤事業の実施に当たっては、関係市町村、地域包括支援センター、他の指定居宅介護支援
　　事業者、指定介護予防支援事業者、介護保険施設等との綿密な連携を図り、総合的なサー
　　ビスの提供に努めます。
（２）今年度の重点実施項目

　①今年度より導入される総合事業や軽度者のサービス利用についてスムーズに移行できるよ
　　う取り組んでいきます。

　②外部研修及び内部研修等への積極的な参加により、居宅介護支援に必要な知識の取得、

　　及び研鑚に努めます。

（３）提供するサービス内容及び援助過程

　
	相談受付
	・サービスを必要とする人及びその主訴の把握
・利用者自身によるサービス選択のための情報提供
（未認定者の場合…要介護認定申請の援助・代行）

	
	・居宅サービス計画作成依頼書の受理
・重要事項・利用契約の締結

	課題分析の実施
（アセスメント）
	・利用者が自立した日常生活を営むことができるように支援する上で解決すべき課題を把握する。
・利用者宅または入院（所）施設等を訪問し、利用者及びその家族に面接して行う。


　　　　　　↓
	居宅サービス計画原案の作成
	・利用者の希望及び利用者についてのアセスメント結果による専門的見地に基づき、利用者の家族の希望及び当該地域における居宅サービス等が提供される体制を勘案した上で、実現可能なものとする。
第１表

居宅サービス計画書（１）

第２表

居宅サービス計画書（２）

第３表

週間サービス計画表

第７表

サービス利用票

第８表

サービス利用票別表




　　　
　　　　↓

	サービス担当者会議
	・利用者宅、入院（所）施設にて開催する。
・居宅サービス計画原案に位置付けた居宅サービス等の担当者からなるサービス担当者会議の開催または当該担当者への照会等により、専門的な見地からの意見を求め調整を図る。
・『サービス担当者会議の要点』または『サービス担当者に対する照会（依頼）内容』を作成
・開催の目的
① 利用者や家族の生活全体を共通理解すること。
② 「本人または家族の介護に対する意向」「総合的な援助方針」について共通理解すること。
③ 生活全般の解決すべき課題（生活ニーズ）を共有化すること。
④ 居宅サービス計画（原案）の内容を相互に深めること。
⑤ 作成された居宅サービス計画（原案）でのサービス提供者の相互の役割分担を理解すること。
・開催時期
① 初回の居宅サービス計画作成時
② 新たな介護サービスを位置づけた時
③ 利用者の状況が変化した場合（ターミナルを含む。）
④ 困難事例の場合
⑤ 更新認定、区分変更認定を受けた場合
⑥　短期目標の達成や援助内容に変化があった場合



　　　　

　　　　　　　↓


	居宅サービス計画の確定、同意
	・利用者・家族…居宅サービス計画の説明及び同意と交付（第1・2・3・7・8 表）

・居宅サービス事業者へ居宅サービス計画、サービス提供票・別表の交付


　　　　　　　　↓
	居宅サービス計画に基づくサービスの実施
	（居宅サービス計画及び各事業所の個別援助計画に基づくサービスの提供）


　　　　　↓
	モニタリング（居宅サービス計画の実施状況の把握）の実施
	・利用者、家族、主治医、居宅サービス事業者等との連絡を継続的に行い、居宅サービス事業者等の担当者との連携によりモニタリングを実施する。
・少なくとも1 月に1 回、利用者宅を訪問して利用者に面接する。
・少なくとも1 月に1 回、モニタリングの結果を第6 表『居宅介護支援経過』及び『モニタリングシート』に記録する。


　　　　　↓
再課題分析・居宅サービスの見直し
　　　　　　　　↓
	終結
	・非該当…地域包括支援センターへの連絡・情報提供
・転居等による他の居宅介護支援事業者の利用…直近の居宅サービス計画・実施状況に関する書類の交付
・介護保険施設への入院・入所…介護保険施設への紹介その他の便宜の提供
・医療機関への入院、死亡…サービス事業者等との相互連絡


（４）その他

　①認定調査

　②介護予防支援業務の受託
５．事業所名
在宅介護支援センターすみれ園

（１）基本方針
　　　地域の高齢者やその家族からの相談に応じ、必要な保健・福祉サービスが受けられるよう
　　に行政機関・サービス提供機関・居宅介護支援事業所との連絡調整等、生活支援を行いま
　　す。

（２）重点実施項目
　①在宅高齢者の実態把握を行なっていきます。
　②在宅高齢者やその家族に対して、介護などに関する総合的な相談に応じ、保健・福祉サー
　　ビスが受けられるよう支援を行います。

（３）提供するサービス内容

①在宅介護・介護保険に関する相談

②各種保健・福祉サービスの紹介や利用手続き

③生活の自立支援に向けてのサービス調整（軽度生活援助事業・配食調査等）
６．事業所名

　　　　ケアハウスすみれ園

（１）基本方針
　①入居者の意思及び人格を尊重し、その人らしい生活が送れるように支援いたします。
　②入居者が、自立した生活を明るく安全に継続できるように支援いたします。

（２）重点実施項目
　①入居者がいつも明るく、安心して生活を送れるように心配りいたします。
　②入居者の心身状態を把握し、病気の予防と早期発見に努めます。また、各医療機関との連
　　携を密にして健康維持を図ります。
　③入居者が自立した生活を継続できるように、医療、福祉機関と連携をとりながらニーズ（必要

　　性）に合った支援を行います。
（３）提供するサービス内容
　①食事の提供
　　（ア）管理栄養士の献立による栄養バランスのとれた食事の提供を行うとともに、入居者が楽
　　　しく食事出来るような雰囲気作りに努めます
　　（イ）入居者の身体状態、体調に配慮した個別の食事、また、嗜好に合った食事の提供をい
　　たします。
　　（ウ）季節感を取り入れた食事内容や、選択食（水）、行事食などを定期的に提供いたしま
　　す。
（４）入浴
　①安全に気持ち良く入浴していただけるよう、入浴の準備と環境整備に努めます。
　②定期的な塩素濃度の測定（毎日）、水質検査（年２回）などを行い、衛生管理と感染防止
　に努めます。
（５）相談・助言
　①誠意を持って相談に応じ、楽しい生活、自立した生活が送れるように支援いたします。
　②関係機関と連携し、入居者のニーズに合った福祉サービスなどの手配をいたします。　　　

（４）緊急時の対応

　　病気、負傷など緊急時には、医療機関、家族と連絡を取りながら速やかに適切な対応をいた
　　します。

（５）健康管理

　①日々の心身状態の把握、健康診断（年１回）、日常生活における安否確認、感染症などの
　情報提供などを通じ疾病の予防と早期発見に努めます。
　②定期的な健康チェック（週１回）の実施、また、主治医、家族との情報交換を密に行い心身
　状態の把握に努めます

（６）レクリエーション
　①入居者の加齢に伴う意欲低下を考慮し、生きがいのある生活を送れるように支援いたしま
　　す。
　　定期的には、第2・4木曜日に、お茶会として、誕生会・絵手紙・おやつ作り・体操・ゲームな
　　ど季節にあった行事など行います。
　　バスハイクは、第3木曜日に、日用品の購入を目的に買い物ツアーを行います。
　　その他、季節の花見・ドライブ・外食など外出の機会を作り、季節感を味わっていただくととも
　　に、気分転換を図っていただきます。

　②閉じ篭りを防ぐために簡単な体操、ゲームなど毎日取り組みます。　

（７）防災計画

　　非常、その他緊急の事態に備え、安全を考慮した避難体制と対処方法を確立し、入居者
　　安全に努めます。避難訓練については、消防署などの協力を得て定期的に実施します。
年間行事

	月
	行　　　　　事　　　　　名

	４月
	　お茶会・誕生会・バスハイク（買い物）・花見・昼間避難訓練

	５月
	　お茶会・誕生会・バスハイク（買い物）・運動会

	６月
	　お茶会・バスハイク（買い物）・紫陽花見学

	７月
	　お茶会・誕生会・バスハイク（買い物）・七夕

	８月
	　お茶会・誕生会・バスハイク（買い物）

	９月
	　お茶会・バスハイク（買い物）・敬老会・彼岸花見学・水質検査（レジオネラ）

	１０月
	　お茶会・バスハイク（買い物）・コスモス見学・夜間避難訓練

	１１月
	　お茶会・バスハイク（買い物）・秋祭り・紅葉見学

	１２月
	　お茶会・バスハイク（買い物）・クリスマス会

	１月
	　屠蘇会・初詣・新年会（福引抽選会）・お茶会・誕生会・バスハイク（買い物）

	２月
	　お茶会・誕生会・バスハイク（買い物）・梅林見学

	３月
	　お茶会・誕生会・バスハイク（買い物）・水質検査（レジオネラ）


７．事業所名
有料老人ホームすみれ園
（１）基本方針

　　　家庭の事情や本人の心身の状態の低下により自宅生活が困難となった要介護者が住宅型
　　有料老人ホームの安全で快適な住まいの中で何らかの援助を受けながら自分らしく生活が
　　送れることを目的とします。
　　本人の生活のニーズに応じて在宅サービスを利用していただきそれぞれのケアマネジャー
　　やサービス機関との情報交換を行っていきます。
　　24時間、生活の見守りの中で緊急時の対応、医療への情報の提供や指示を仰ぎながら健
　　康管理にも努めていきます。
（２）重点実施項目
　①日常生活の援助、環境整備
　②家族からの情報収集、家族への状態の報告
　③健康管理
　④担当ケアマネジャー、サービス機関との情報交換
（３）提供するサービス内容
　①入居者の身体状況や嗜好を考慮した食事の提供、食事中の見守り食事摂取量の把握
　②小遣い、生活用品、医療費等の金銭管理（本人家族の意向があった場合のみ）
　③施設館内の共有の場の清掃。（個人の居室は、家族や在宅ヘルパーを利用）
　④定期的な清潔リネンの提供（交換は在宅ヘルパーが実施）
　⑤生活相談や介護保険等の手続き代行
　⑥オムツ、紙パンツ等の提供。（日中の排泄介助は原則ヘルパーそれ以外の時間の対応は有
　　料職員が実施
　⑦ご家族の面会時は情報の交換を行い行事等の紹介や参加の依頼
　⑧かかりつけ病院への受診介助、身体状態の変化について主治医への情報提供
　⑨服薬管理
　⑩関係サービス機関との身心の状況の情報交換
